
岡山市

平成25年４月１日

第36号

　朝日地区は東区の東南端に位置し、農業と漁業が主な産業で、海苔の養殖が盛んに行なわれ
ています。平成24年11月末現在、907世帯、人口は2,219人で、過去15年間で半減しました。
地区の中央部はのどかな田園風景が広がり、南は岡山市唯一の有人の離島、瀬戸内海に浮かぶ
周囲約4キロの犬島を擁し、大変風光明媚な地区です。

　その犬島ですが、銅の精練所をはじめ多くの歴史を持つ島です。古来より、犬島の花崗岩は巨大なものが採れる
ことから、大阪城の蛸石は犬島の石が使われていることで有名です。
　元禄時代（1688年～1704年）に入植がはじまり、明治末期には大阪港築港のための採石業と銅の精錬業な
どで隆盛を極め、最盛期には5,000人から6,000人あまりが暮らしていました。大正から昭和にかけ、小学校、
中学校が開校。しかし、その後は、経済状況の変化にともなう企業の撤退、住民の減少と高齢化により両校とも
1991（平成3）年に廃校となり、現在、犬島に暮らしているのは約40世帯、50名程です。
　そんな犬島が現在では「アートの島」として大きく生まれ変わっ
ています。
　直島福武美術館財団により2008（平成20）年4月26日に銅
精錬所の遺構を保存・再生した美術館、犬島アートプロジェクト

「精錬所」が開館。犬島「家プロジェクト」による古民家を再生
したギャラリー、犬島 海の劇場での舞台芸術の発信等、2010（平
成22）年には、「瀬戸内国際芸術祭2010」が開催され、多くの
国内外の観光客で賑わいました。
　今年も芸術祭が開催されるとのこと、「アートの島」犬島探訪
に一度お出かけになってはいかがでしょうか。

朝日地区　会長　伊加　　博
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�
事
務
局
員
　
岡
本
　
浩
之
　

　

十
月
十
八
日
か
ら
十
九
日
に
か
け
、

平
成
二
十
四
年
度 
第
八
十
一
回
全
国
民

生
委
員
児
童
委
員
大
会
が
大
分
市
と
別

府
市
で
開
催
さ
れ
、
事
務
局
を
含
め
総

勢
十
五
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
式
典
と
表
彰
に
つ
づ
き
、
国

立
公
園 

高
崎
山
自
然
動
物
園 

元 

職
員

の
松
井 

猛
氏
に
よ
る
「
サ
ル
社
会
か
ら

見
え
る
人
間
社
会
」
と
題
し
た
特
別
講

義
で
は
、
サ
ル
社
会
と
人
間
社
会
を
比

較
し
、
笑
い
も
交
え
な
が
ら
、
親
子
関

係
や
集
団
の
中
で
の
助
け
合
い
な
ど
民

生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
に
も
大
い
に

参
考
と
な
る
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
最
後
に
東
日
本
大
震
災
の
被

災
者
や
被
災
地
で
活
動
す
る
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
支
援
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

た
大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
十
の
活
動
交
流
集
会
に
分

か
れ
、
私
の
参
加
し
た
交
流
集
会
「
課

題
を
抱
え
る
子
ど
も
・
子
育
て
家
庭
の

支
援
活
動
の
推
進
」
で
は
、「
民
生
委
員

は
児
童
委
員
を
兼
ね
て
い
る
が
、
民
生

委
員
の
活
動
に
重
点
が
置
か
れ
が
ち
で

あ
る
。
児
童
委
員
と
し
て
意
識
的
に
子

ど
も
の
話
題
を
取
り
入
れ
る
こ
と
や
、

民
生
委
員
活
動
か
ら
児
童
委
員
活
動
へ

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」

と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

�

竜
之
口
地
区
　
会
長
　
髙
山
　
　
学
　

　

こ
の
度
、
活
動
交

流
集
会
「
活
発
な
民

生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
運
営
と
活

動
の
強
化
」
で
事
例

発
表
者
の
大
任
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

①�

地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
は
、

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
協
働

で
き
る
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
。

②�

地
区
会
長
は
、
他
の
メ
ン
バ
ー
の
悩

み
な
ど
を
聞
き
、
地
区
の
中
で
解
決

を
図
れ
る
よ
う
に
し
、
ま
た
、
活
動

方
針
を
地
域
に
理
解
し
て
も
ら
え
る

よ
う
努
め
る
こ
と
。

③�

そ
れ
ぞ
れ
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

も
、
地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加

し
て
存
在
を
知
っ
て
も
ら
い
、
身
近

な
相
談
相
手
と
安
心
感
・
親
し
み
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
も
任
務
と
言
え
る
の
で
は
な

い
か
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
発
表
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

�

瀬
戸
地
区
　
会
長
　
室
　
　
義
忠
　

　

六
月
二
十
八
日
か
ら
二
十
九
日
に
か

け
て
、
平
成
二
十
四

年
度 

中
国
ブ
ロ
ッ

ク
民
生
委
員
・
児
童

委
員
関
係
事
業
会
議

が
、
山
口
市
内
の
会

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
五
県
と

広
島
市
・
岡
山
市
の
代
表
者
に
来
賓
を

加
え
七
十
四
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
実
情
な
ど
に
つ
い
て
発
表
と
熱
意
の

こ
も
っ
た
討
論
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
典
、
基
調
報
告
の
後
、
四
つ

の
分
散
会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
抱
え
る
問
題
を
共
有
し
、
ま
た
認

識
を
深
め
ま
し
た
。

　

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
で
確
認
さ
れ
た
事
業

方
針
の
概
略
を
報
告
し
ま
す
。

①�

各
県
・
指
定
都
市
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
活
動
の
課
題
や
主
任
児
童

委
員
対
象
の
分
散
会
を
設
置
す
る
こ

と
の
可
否
に
つ
い
て

②�

多
く
の
福
祉
課
題
を
抱
え
る
生
活
困

難
家
庭
へ
の
支
援
に
つ
い
て

③�

災
害
時
に
お
け
る
要
援
護
者
支
援
活

動
の
推
進
に
つ
い
て

④�

九
十
周
年
活
動
強
化
方
策
・
行
動
宣

言
の
取
組
状
況
と
今
後
の
対
応
に
つ

い
て

⑤�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
活
動
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
向
け
た
取
組
に

つ
い
て

⑥�

各
県
・
指
定
都
市
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
事
務
局
の
課
題
に
つ
い
て

　

こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
意
見
交
換
や
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
全
体
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
発
表
・
提
案
し
た
こ
と
を
再
確
認
し
、

身
近
な
活
動
に
お
い
て
具
体
的
に
推
進

し
て
行
く
こ
と
が
大
切
と
の
共
通
理
解

を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
我
々
岡
山
市
か

ら
保
育
園
・
園
児
に
つ
い
て
、
よ
り
細

か
な
見
守
り
と
保
育
の
あ
り
方
に
つ
い

て
問
題
を
提
起
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
関
心
を
も
っ
て
対
処
し
て

も
ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
を
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
の
結
論
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
度 

第
八
十
一
回
全
国

民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

平
成
二
十
四
年
度 

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
・

児
童
委
員
関
係
事
業
会
議
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�

平
井
地
区
　
会
長
　
光
延
　
弘
雅
　

　

大
阪
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
盟
（
平

成
二
十
四
年
十
一
月
十
二
日
）
及
び
鹿
児

島
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
（
同

十
一
月
十
五
日
）
と
の
交
流
・
情
報
交
換

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
概
要
と
感
想
を
思
い
つ
く
ま
ま
に
記
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
日
常
活
動
に
必
要
な
情
報
収
集
に
つ
い
て

　

大
阪
市
で
は
、
転
入
・
転
出
の
激
し
さ

や
町
内
会
未
加
入
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
や
表
札
を
出

さ
な
い
等
に

よ
り
、
ひ
と

り
暮
ら
し
高

齢
者
等
支
援

が
必
要
な
方

の
情
報
が
大

変
得
に
く
く

な
っ
て
い
ま

す
。

　

鹿
児
島
市

で
は
、
個
人
情
報
保
護
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

意
識
の
高
ま
り
等
で
、
世
帯
・
家
族
情
報

な
ど
の
開
示
を
拒
否
す
る
傾
向
が
強
く

な
っ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

岡
山
市
も
同
様
で
、
地
域
に
お
け
る
人

間
関
係
の
希
薄
化
、
他
人
と
の
関
わ
り
を

嫌
が
る
風
潮
、
個
人
情
報
保
護
法
等
が
あ

る
中
、
必
要
な
情
報
の
収
集
に
困
難
が
生

じ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

●�

行
政
と
の
連
携
・
情
報
提
供
に
つ
い
て

　

大
阪
市
で
は
、
生
活
保
護
受
給
者
に
関

す
る
情
報
が
市
か
ら
通
知
さ
れ
、
必
要
に

応
じ
相
談
・
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

不
正
受
給
防
止
も
課
題
だ
そ
う
で
す
。
子

ど
も
へ
の
虐
待
に
関
し
て
は
、
情
報
入
手

が
困
難
で
、
区
レ
ベ
ル
の
対
策
会
議
等
に

参
加
し
て
い
る
も
の
の
、
連
携
が
難
し
い

の
が
現
状
だ
そ
う
で
す
。

　

鹿
児
島
市
で
は
、
生
活
保
護
受
給
者
に

関
す
る
情
報
の
ほ
か
、
災
害
時
要
援
護
者

登
録
に
必
要
な
高
齢
者
や
障
害
者
、
要
介

護
度
三
以
上
の
方
々
の
情
報
が
市
よ
り
提

供
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
職
務

は
、
い
か
に
地
域
の
情
報
を
正
確
に
把
握

し
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
て
地
域

住
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
か
に
あ
り
ま

す
。
法
律
に
よ
り
守
秘
義
務
が
課
さ
れ
て

お
り
、
適
切
に
情
報
を
提
供
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

●�

災
害
時
要
援
護
者
支
援
活
動
に
つ
い
て

　

大
阪
市
で

は
、
災
害
時
要

援
護
者
支
援
は

地
域
の
各
種
団

体
と
の
協
働
が

重
要
だ
が
、
民

生
委
員
・
児
童

委
員
以
外
守
秘

義
務
が
な
く
、

連
携
を
図
る
こ
と
は
困
難
と
い
う
意
見
が

多
い
そ
う
で
す
。

　

鹿
児
島
市
で
は
、
災
害
時
要
援
護
者

は
要
介
護
度
三
以
上
の
方
を
対
象
と
し
、

七
、四
八
九
人
。
こ
れ
に
対
し
、
支
援
者

は
五
、〇
三
一
人
で
、
支
援
者
不
足
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童

委
員
が
支
援
者
確
保
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
そ
う
で
す
。

　

災
害
時
要
援
護
者
支
援
は
、
そ
の
内
容

に
違
い
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
重
要
な
取
組

で
あ
る
と
同
時
に
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
は
、「
き
つ
い
」
取
組
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

●
そ
の
他
の
事
柄
に
つ
い
て

・�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
負
担
が
重
く
、

欠
員
補
充
に
苦
労
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
斉
改
選
に
向
け
て
後
任
選
び
に
苦
労

し
て
い
る
。（
大
阪
市
）

・�

市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
役
員
会

及
び
地
区
会
長
会
を
月
一
回
開
催
し
、

行
政
・
関
係
団
体
か
ら
の
依
頼
事
項
、

活
動
計
画
等
を
協
議
し
て
い
る
。（
鹿

児
島
市
）

・�

面
識
の
無
い
市
民
か
ら
「
無
職
証
明
」

等
を
依
頼
さ
れ
る
な
ど
「
証
明
事
務
」

の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。（
鹿
児
島

市
）

・�

孤
独
死
対
策
と
し
て
、
市
と
新
聞
社
が

「
見
守
り
活
動
協
力
協
定
」
を
締
結
し
、

配
達
員
が
異
常
を
感
じ
た
ら
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
連
絡
す
る
取
組
を
し

て
い
る
。（
鹿
児
島
市
）

　

等
々
、
意
見
交
換
を
行
い
、
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

岡
山
市
・
大
阪
市
・
鹿
児
島
市

民
生
委
員
・
児
童
委
員

交
流
・
情
報
交
換
会

各都市の民生委員・
児童委員の状況

大阪市（人口約270万人）
24区・310地区
定数4,061名

鹿児島市（人口約60万人）
50地区

定数1,037名
岡山市（人口約70万人）
4区・69地区
定数1,194名
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社
会
福
祉
協
議
会
と
は

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
社
会
福
祉

法
第
一
〇
九
条
で
地
域
福
祉
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
団
体
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
住
民
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・

教
育
な
ど
関
係
機
関
の
参
加
と
協
力

の
も
と
、
地
域
の
人
々
が
住
み
慣
れ

た
ま
ち
で
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と

が
で
き
る
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

①�

支
部
・
地
区
社
協
活
動
（
小
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
推
進

●
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　

高
齢
者
や
子
育
て
中
の
親
子
を
対
象

と
し
た
、
仲
間
づ
く

り
・
地
域
交
流
の
場

で
す
。

　

地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
す
。

●
ふ
れ
あ
い
給
食

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主
体
と

な
っ
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
の

相
互
交
流
を
目
的
に
会
食
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。

●
元
気
の
出
る
会

　

中
途
障
害
者
や
介
護
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
等
が
、
地
域
の
中
で
社
会
参
加

す
る
場
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

②
地
域
保
健
福
祉
の
モ
デ
ル
事
業

　

平
成
二
十
二
年
度
よ
り
市
内
五
十
八

地
区
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
活
動
の
柱

で
あ
る
サ
ロ
ン
の
創
設
、
声
か
け
・
見

守
り
運
動
（
あ
ん
し
ん
カ
プ
セ
ル
お
か

や
ま
）
等
の
支
援
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

③
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　

地
域
で
生
活
し
て
い
る
高
齢
者
・
障
害

者
の
方
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な
た
め
、

金
銭
管
理
等
に
不
安
を
お
持
ち
の
方
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

④
身
体
障
害
者
居
宅
支
援
事
業

　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
も
と
づ
き
、
身

体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
に
ヘ
ル

パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

⑤
介
護
保
険
事
業

　

瀬
戸
地
域
で
は
通
所
介
護
事
業
、
建

部
地
域
で
は
通
所
介
護
事
業
、
居
宅
介

護
支
援
事
業
、
訪
問
介
護
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援

　

誰
も
が
気
軽
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
で
き
る
よ
う
、
相
談
受
付
や
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ス
を
出
す
な

ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
被
災

者
支
援
や
被
災

地
復
興
支
援
活

動
を
行
い
ま
し

た
。

●
福
祉
教
育
の
推
進

　

福
祉
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た

め
、
小
・
中
学
校
や
企
業
で
の
福
祉
学

習
の
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑦
総
合
相
談

●
ひ
ま
わ
り
福
祉
相
談（
心
配
ご
と
相
談
）

　

相
談
し
た
い
が
、
ど
こ
に
相
談
す
れ

ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
日
常
生
活
の
悩

み
や
家
族
問
題
等
さ
ま
ざ
ま
な
心
配
ご

と
に
つ
い
て
、
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。（
※
電
話
相
談
可
）

●
障
害
者
高
齢
者
法
律
相
談

　

相
続
、
金
銭
貸
借
等
法
律
の
知
識
が

必
要
な
問
題
に
つ
い
て
弁
護
士
が
相
談

に
の
り
ま
す
。（
※
予
約
が
必
要
）

⑧
貸
付
事
業

　

経
済
的
な
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々

に
、
生
活
の
安
定
や
就
労
等
に
必
要
な

資
金
（
生
活
福
祉
資
金
）
を
低
利
で
貸

し
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
低
所
得
世
帯
で
一
時
的
に
生

活
費
を
必
要
と
す
る
世
帯
に
八
万
円
を

限
度
に
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
※
詳
し
く
は
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
）

⑨
ひ
ま
わ
り
給
食

　

ひ
ま
わ
り
給
食
は
、
業
者
が
調
理
し

た
弁
当
を
配
食
協
力
員
が
高
齢
の
利
用

者
宅
ま
で
届
け
る
事
業
で
、
直
接
お
弁

当
を
手
渡
す
際
の
声
か
け
や
会
話
を
通

岡
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
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じ
、
安
否
確
認
や
孤
独
感
の
解
消
、
食

生
活
の
安
定
に
よ
る
健
康
増
進
等
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
四
小
学
校
区
（
石
井
・
三
門
・

三
勲
・
芥
子
山
）、
四
中
学
校
区
（
吉
備
・

高
島
・
福
南
・
建
部
）
で
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。

�

石
井
地
区
　
副
会
長
　
野
山
　
清
隆
　

　

石
井
地
区
の
高
齢
者
の
方
々
に
お
弁

当
を
お
届
け
し
て
、
早
や
七
年
に
な
り

ま
す
。
そ
も
そ
も
の
は
じ
ま
り
は
、
老

人
会
へ
の
入
会
か
ら
で
す
。
地
区
の
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
ひ
ま
わ
り
給
食
の

話
が
来
た
の
で
す
。

　

お
弁
当
を
た
だ
届
け
る
だ
け
で
な
く
、

無
事
で
元
気
で
お
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
安

否
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で

す
。「
孤
独
死
」
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

昨
今
な
の
で
、
安
否
確
認
は
重
要
不
可

欠
で
す
。『
責
任
重
大
』
で
す
。
続
け
ら

れ
る
か
ど
う
か
、
一
抹
の
不
安
は
あ
り

ま
し
た
。
安
否
確
認
の
た
め
に
は
、
弁

当
は
必
ず
「
手
渡
し
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

い
ざ
、
こ
れ
が
簡
単
な
こ
と
で
は
な
か
っ

た
の
で
す
。

　

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

十
二
月
の
寒
い
日
「
Ｔ
さ
ん
、
お
弁

当
で
す
よ
」「
…
…
」「
お
は
よ
う
」「
…
…
」

応
答
が
あ
り
ま
せ
ん
。
人
の
気
配
は
あ

り
ま
す
。
心
配
な
の
で
、
部
屋
に
上
が
っ

て
見
る
と
、
Ｔ
さ
ん
は
こ
た
つ
の
外
で

横
た
わ
っ
て
い
ま
す
。「
Ｔ
さ
ん
、
ど
う

さ
れ
ま
し
た
か
？
」
目
を
開
け
て
、
か

す
か
に
口
を
動
か
す
の
で
す
が
、
起
き

上
が
れ
ま
せ
ん
。「
こ
れ
は
、
い
か
ん
」

と
思
い
、
救
急
車
を
呼
び
、
病
院
に
運

び
ま
し
た
。

　

Ｔ
さ
ん
は
糖
尿
病
の
持
病
が
あ
り
、

後
で
分
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
食
事
を

せ
ず
に
薬
だ
け
飲
ん
だ
た
め
に
低
血
糖

に
な
り
、
倒
れ
た
よ
う
で
す
。
あ
の
ま

ま
寒
い
時
分
に
、
何
時
間
も
発
見
さ
れ

ず
放
置
さ
れ
た
ま
ま
だ
と
、
大
変
な
こ

と
に
な
っ
て
い
た
と
、
救
急
隊
員
が
言

わ
れ
ま
し
た
。「
あ
あ
良
か
っ
た
、良
か
っ

た
」
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。

　
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ネ
」「
ご
苦
労

様
で
す
」
時
候
の
あ
い
さ
つ
を
し
て
世

間
話
を
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
待
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
も
多
く
お
ら
れ

ま
す
。「
昨
日
の
ば
ら
寿
司
は
お
い
し

か
っ
た
よ
」
と
か
言
わ
れ
る
と
、
私
自

身
も
元
気
を
も
ら
い
ま
す
。

　

去
年
の
梅
雨
の
頃
、
社
会
福
祉
協
議

会
を
通
じ
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
取
材
の
要

請
が
あ
り
ま
し
た
。『
特
集　

弁
当
配
送

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

存
続
で
き
る
か
』
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
五
分
程
の
放
送
だ

と
聞
き
、
軽
く
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、

い
ざ
や
っ
て

み
る
と
大
変

な
こ
と
で
、

雨
の
中
、
カ

メ
ラ
マ
ン
、

マ
イ
ク
係
も

ず
ぶ
濡
れ

で
、
途
中
機

材
の
故
障
も

あ
り
、
利
用
者
の
方
々
も
大
変
緊
張
し

て
取
材
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
想
像
以

上
の
出
来
事
で
、
高
齢
者
の
方
も
私
も

貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

以
前
は
多
く
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
が
、
協
力
し
て
弁
当
を
配
食
し

て
い
た
そ
う
で
す
が
、
最
近
は
め
っ
き

り
少
な
く
な
り
、
寂
し
い
限
り
で
す
。

　

今
後
の
取
組
と
展
望
と
し
て
、
地
域

住
民
の
連
帯
意
識
の
希
薄
化
が
進
ん
で

い
る
昨
今
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な

福
祉
団
体
と
連
携
を
図
り
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
皆
が
等
し
く
受
け
ら
れ
る
よ
う

支
援
の
活
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
私
は
元
気
な
限
り
、
高
齢
者

の
方
々
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

石
井
地
区
の
ひ
ま
わ
り
給
食

弁
当
を
調
理

ひ
ま
わ
り
給
食
の
流
れ

ひ
ま
わ
り
給
食
の
流
れ

配達協力員が
地域の拠点ま
で弁当を配達

地域の配食協力
員が弁当を利用
者宅へ配食

業者

訪
問
・
声
か
け
を
し
、
安
否
確
認

利用者宅 地
域
の
拠
点

ひまわり給食を手渡しする
野山民生委員・児童委員
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
被
災

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
岩
手
・
宮
城
・

福
島
三
県
で
五
十
六
名
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
被
害
の

大
き
か
っ
た
岩
手
県
陸
前
高
田
市
で
は
、

半
数
ち
か
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
亡

く
な
っ
た
地
区
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
の
全
壊
・
半
壊
な
ど
被
災

し
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
も
多
数
に
上

り
ま
す
。

困
難
な
欠
員
補
充

　

徐
々
に
欠
員
補
充
は
進
ん
で
い
ま
す

が
、
住
民
が
激
減
し
た
り
、
町
内
会
が
解

散
し
た
り
し
た
た
め
に
推
薦
が
困
難
と
な

り
、補
充
が
進
ま
な
い
地
域
が
あ
り
ま
す
。

散
り
散
り
に
な
っ
た
住
民

　

津
波
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
地
域

で
は
、
活
動
区
域
そ
の
も
の
が
流
出
し
た

り
、
活
動
区

域
内
に
あ
っ

た
避
難
所
も

解
散
し
、
住

民
が
他
地
区

の
仮
設
住
宅

や
ア
パ
ー
ト

な
ど
に
移
っ

た
り
し
た
こ

と
で
散
り
散

り
に
な
り
、

本
来
の
活
動

東
日
本
大
震
災

被
災
地
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

�

の
活
動
状
況

陸前高田市民生委員児童委員協議会
の被災状況

地区 定数 死亡･不明 住宅被害
矢作 12 1 1
横田 8 0 0
竹駒 7 0 3
気仙 11 1 9
高田 16 7 13
米崎 10 1 3
小友 8 0 5
広田 11 1 7
計 88 11 41

区
域
で
活
動
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
震
災
前
の
人
間
関
係

の
つ
な
が
り
も
あ
り
、
住
民
の
安
心
を
第

一
に
考
え
る
立
場
か
ら
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
は
、
散
り
散
り
に
な
っ
た
高
齢
者

や
障
害
者
世
帯
の
様
子
を
見
に
尋
ね
歩

き
、
相
談
に
の
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
身
は
離
れ
た
地
区
に
住
み
な

が
ら
震
災
前
に
担
当
し
て
い
た
地
区
で
活

動
を
続
け
る
人
も
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
車
で
の
移
動
が
多
く
な
り
、

ガ
ソ
リ
ン
代
な
ど
の
負
担
が
重
く
な
っ
て

い
ま
す
。

仮
設
住
宅

　

大
規
模
な
仮
設
住
宅
が
建
設
さ
れ
た
地

区
で
は
世
帯
数
が
急
増
し
、
そ
の
地
区
を

担
当
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
負
担

が
非
常
に
重
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
身
が
被
災
に
よ
り
仮
設
住
宅

に
入
居
し
、
入
居
先
で
活
動
す
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員
も
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
か
ら
被
災
者
が
急

き
ょ
入
居
し
た
た
め
、
住
民
同
士
の
つ
な

が
り
が
希
薄
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
成
立

し
に
く
く
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

に
も
困
難
が
生
じ
て
い
ま
す
。

精
神
的
負
担

　

自
身
も
被
災
し
、
生
活
の
立
て
直
し
を

図
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
お
し
て
活
動
す
る

負
担
に
加
え
、
非
常
事
態
に
あ
っ
て
地
域

の
情
報
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生

活
支
援
物
資
の
配
布
等
民
生
委
員
・
児
童

委
員
本
来
の
役
割
を
超
え
た
仕
事
ま
で
対

応
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
疲
労
が

蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
住
民
か
ら
対
応
に
叱

責
や
批
判
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
、
体
調

を
崩
す
民
生
委
員
・
児
童
委
員
も
い
ま
す
。

原
発
災
害

　

福
島
第
一
原
発
の
事
故
を
う
け
、
福
島

県
大
熊
町
の
全
町
民
が
民
生
委
員
・
児
童

委
員
を
含
め
町
外
へ
避
難
し
ま
し
た
。
現

在
、
会
津
若
松
市
、
い
わ
き
市
の
ほ
か
、

県
内
各
所
に
避
難
者
が
お
り
、
県
外
避
難

者
も
多
数
に
上
り
ま
す
。

　

大
熊
町
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
先
で
避
難
者
の
訪
問
・

支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

情
報
の
共
有
や
相
互
の
励
ま
し
の
た
め

定
例
会
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
遠
く
離

れ
た
避
難
先
か
ら
集
ま
る
た
め
交
通
費
の

負
担
が
重
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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平
成
二
十
四
年
度 

岡
山
市
民
生
委
員

児
童
委
員
大
会
で
は
、
十
六
名
の
方
々

が
表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
、
会
場
で
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
れ
以
外
で
受
賞
さ
れ

た
方
々
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
受
賞
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。�

〔
敬
称
略
〕

●
叙
勲
（
瑞
宝
単
光
章
）

　

旭
竜
地
区　
　

泉　
　

照
子

●
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

岡
南
地
区　
　

荒
木　
　

伸

岡
南
地
区　
　

佐
藤　

早
苗

清
輝
地
区　
　

藤
田
紀
久
子

●
岡
山
県
知
事
表
彰

弘
西
地
区　
　

岸
本　

俊
男

鹿
田
地
区　
　

上
平　

智
一

大
宮
地
区　
　

森
本　
　

一

平
井
地
区　
　

松
原　

敏
和

西
大
寺
地
区　

竹
本　
　

毅

妹
尾
地
区　
　

吉
永　

珠
生

三
勲
地
区　
　

田
中
冨
美
子

妹
尾
地
区　
　

佐
藤　

裕
子

●
岡
山
県
保
健
福
祉
部
長
表
彰

　

甲
浦
地
区　
　

荒
城　

賢
真

●
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

　

鹿
田
地
区　
　

上
平　

智
一

●
岡
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

旭
竜
地
区　
　

平
岡　

準
志

芳
泉
地
区　
　

山
上
芙
喜
子

南
方
地
区　
　

中
島
美
智
子

建
部
地
区　
　

福
島　

義
弘

芳
明
地
区　
　

近
井
千
鶴
子

南
輝
地
区　
　

白
根　

和
子

芥
子
山
地
区　

山
田　

陽
子

岡
南
地
区　
　

吉
田　
　

守

三
勲
地
区　
　

村
木　

博
子

●
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰

（
永
年
勤
続
地
区
副
会
長
表
彰
）

　

弘
西
地
区　
　

西
川　

久
雄

（
永
年
勤
続
表
彰
）

内
山
下
地
区　

辻　
　

正
子

清
輝
地
区　
　

内
山　

久
暉

旭
竜
地
区　
　

八
代　

武
利

高
島
地
区　
　

松
嶋　

且
子

太
伯
地
区　
　

根
木　

一
江

興
除
地
区　
　

藤
原　

京
子

灘
崎
地
区　
　

吉
富　

生
枝

浦
安
地
区　
　

森
上　

綾
子

芳
泉
地
区　
　

西
山
謙
二
郎

●
岡
山
市
表
彰

　

妹
尾
地
区　
　

小
銭　

純
宏

　

大
宮
地
区　
　

森
本　
　

一

�

太
伯
地
区
　
根
木
　
一
江
　

　
「
私
の
趣
味
を
書
い
て
」と
言
わ
れ
て
、

ふ
と
考
え
た
。
毎
日
忙
し
く
動
き
回
っ

て
い
て
、
自
由
に
な
る
時
間
は
ほ
ぼ
な

い
。「
そ
の
全
部
が
趣
味
」
か
も
し
れ
な

い
け
ど
、ひ
と
つ
あ
げ
る
と
し
た
ら
、「
う

ら
じ
ゃ
」
か
な
あ
？

　

踊
り
連
「
太
伯
な
で
し
こ
連
」
を
た

ち
あ
げ
て
十
二
年
に
な
る
。
き
っ
か
け

は
、
山
南
地
域
三
つ
の
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
合
同
で
、
中
学
校
で
行
っ

た
上
映
会
。「
日
本
一
荒
れ
た
学
校
」だ
っ

た
北
海
道
稚
内
南
中
学
校
が
ロ
ッ
ク

ソ
ー
ラ
ン
と
出
会
い
、
第
十
回
日
本
民

謡
民
舞
大
賞
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受

賞
す
る
ま
で
に
再
生
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
を
見
て
、「
太
伯
で
も
で
き
た
ら
」

と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ロ
ッ
ク
ソ
ー
ラ
ン
を

教
え
る
人
を
探
し
た
。

激
し
い
踊
り
で
テ
ン
ポ

に
つ
い
て
い
け
な
い

し
、
息
は
切
れ
る
し
、

筋
肉
痛
に
な
る
し
…
。

だ
け
ど
気
持
ち
い
い
、
楽
し
い
。
踊
れ

る
よ
う
に
な
る
と
欲
が
出
る
。
次
は
何

を
？
岡
山
な
ら
う
ら
じ
ゃ
よ
な
。
小
学

校
の
「
出
し
物
」
か
ら
地
域
の
う
ら
じ
ゃ

連
に
発
展
し
た
。

　

桃
太
郎
ま
つ
り
に
は
十
一
年
連
続
で

出
場
。
こ
こ
数
年
は
表
町
と
市
役
所
通

り
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
る
。

　

音
響
機
材
を
載
せ
た
「
地
方
車
（
じ

か
た
し
ゃ
）」
の
上
に
の
ぼ
る
。
連
の
子

ど
も
た
ち
の
眼
が
私
を
見
て
い
る
。
ス

タ
ッ
フ
の
指
示
。「
十
秒
前
…
キ
ュ
ー
」。

私
は
声
を
出
す
。「
太
伯
な
で
し
こ
連
、

う
ら
じ
ゃ
構
え
！
」。
音
が
鳴
る
。
連
が

踊
り
出
す
。
あ
お
り
手
を
入
れ
る
。「
ソ

レ
ソ
レ
ヨ
イ
ヤ
サ
、ワ
ッ
シ
ョ
イ
太
伯
」。

三
曲
ぶ
っ
つ
づ
け
で
踊
る
。
踊
り
終
え

て
子
ど
も
た
ち
が
駆
け
寄
っ
て
く
る
。

満
足
気
な
表
情
、
笑
顔
。「
よ
か
っ
た
」。

　

そ
れ
だ
け
で
も
よ
い
の
だ
ろ
う
が
、

欲
が
出
る
。
総
踊
り
の
後
に
賞
の
発
表

が
あ
っ
て
、「
太
伯
な
で
し
こ
連
」
の

名
前
を
聞
く
と
、「
ワ
ー
」

「
ヤ
ッ
タ
ー
」
頑
張
っ
て
き

た
子
ど
も
た
ち
と
泣
き
な

が
ら
抱
き
合
っ
て
喜
べ
る
。

心
が
揺
れ
る
。
還
暦
過
ぎ

て
も
や
め
ら
れ
な
い
。

表
彰
受
賞
者
の
紹
介

う
　
ら
　
じ
　
ゃ
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花
の
便
り
も
あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ

る
時
候
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
内
容
も
充
実
し
た
「
民
児

協
お
か
や
ま
」
第
三
十
六
号
を
お
届

け
い
た
し
ま
す
。

　

表
紙
で
は
朝
日
地
区
の
犬
島
を
紹

介
し
て
お
り
ま
す
。
芸
術
と
石
の
島

「
犬
島
」。
石
切
り
場
跡
、
銅
精
錬
所

跡
や
古
民
家
を
再
生
し
た
美
術
館
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
島
の
魅
力
に
感
動
し

ま
し
た
。

　

三
ペ
ー
ジ
で
は
他
都
市
と
の
交
流
・

情
報
交
換
会
の
模
様
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
欠

員
補
充
に
苦
労
し
て
い
る
と
か
、
市

内
の
地
区
会
長
が
月
一
回
集
ま
っ
て

活
動
計
画
等
を
協
議
し
て
い
る
と
か
、

何
か
と
参
考
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
今
年
は
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
一
斉
改
選
の
年
に
当
た
り
ま

す
。
さ
ら
な
る
福
祉
の
向
上
に
向
け
、

新
し
い
年
度
を
力
い
っ
ぱ
い
踏
み
出

さ
れ
ま
す
よ
う
み
な
さ
ま
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

遠
藤　

壽
一　

記

8 ●

第36号　（発　行年月日）平成25年４月１日　　（発行）岡山市民生委員児童委員協議会　　（発行人）岸本俊男

「
書
」
と
「
表
装
」

◆委員より◆　文芸欄を募集します。写真・絵・工芸・俳句など自薦他薦は問いません。事務局までご連絡ください。
� 事務局（福祉援護課内）☎086−803−1218

　
う
ま
く
は
書
け
ま
せ
ん
が
、
好
き
な
文
言
を
書
い
て
お
り
ま
す
。

　
字
が
少
し
で
も
よ
く
見
え
る
よ
う
に
自
分
で
掛
軸
や
額
な
ど
に

表
装
し
て
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　「
少
壮
努
力
せ
ず
ん
ば
老
大
徒
ら
に
傷
悲
せ
ん
」

　
佐
藤
一
斎
先
生
の
「
言
志
四
録
」
か
ら
の
も
の
で
す
が
、
最
終

節
の
「
老
い
て
学
べ
ば
死
し
て
朽
ち
ず
」
だ
け
が
私
に
残
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
、
こ
の
言
葉
を
大
切
に
日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

芥
子
山
地
区
　
伍
賀
　
卓
佑

手
　
芸　

羊
の
原
毛
を
植
物
染
め
に
し
、
毛
糸
に

紡
ぎ
手
編
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
作
品
は
、
藍
、
コ
チ
ニ
ー
ル
他
で

染
め
て
い
ま
す
。 南

方
地
区
　
岡
本
　
好
子


